
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

                         

 

     

発行 

障 害 者 支 援 施 0761-46-1224  FAX 0761-46-1308   E-mail:info@youkou.isg.or.jp 

〒923-0183  石川県小松市瀬領町ヨ 288    http://www.youkou.isg.or.jp/ 

0761-46-1411  FAX 0761-46-1410   E-mail:hikari@youkou.isg.or.jp 障害福祉サービスセンター 

２０２２年 7 月 

 

第１２3 号  

 

小松陽光苑・ひかり

利用者作品の数々 
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 ひまわりの利用者と一緒に、箱折りやタオルたたみを頑張って
行っています。コロナで箱折りが少なくなっていましたが、現在
は忙しい毎日です。生産活動に参加している入所者は６名おり、 

日々の作業に一生懸
命取り組む姿に他の
入所者からも応援の
声が上がっていま
す。日々の頑張りが
工賃となる事で、就
労意欲も更に向上し
ており、毎日楽しく
やりがいを持って通
っています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 今年度の苑外活動は・・・ 
 今年の苑外活動は、利用者と一緒

にドライブした後、マクドナルドや

すき家等のお店のテイクアウト商

品を注文し、苑で食事を楽しむ形式

を取り入れました。久しぶりに外食

メニューを食べられ「出来たてで美

味しい」と皆さん大好評です！ 

今後も参加を心待ちにしている

利用者と一緒に苑外活動を楽しみ

たいと思います。 
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 ８番ラーメンしょうゆ味美味しいです！ 

～おしぼりを重ねる作業も手慣れた
手つきで丁寧に重ねます。～ 

創作活動 利用者 大崎良一さんが 6/8 北國新聞、6/11 中日新聞に掲載されま

した。入所してから書道活動を始めた経緯や現在の心境等細やかな記事で

読む人の心を魅了しました。今後も体調を見ながら書道活動をサポートし

ていきたいと思います。 

 すき家の牛丼、美味しそう！ 

～北國新聞より～ ～北陸中日新聞より～ 

生産活動 

どちらも大きく

取り上げられて嬉

しいです。長く書

道を続けてこられ

て良かったです。 

これからも続けて

いきます。 

 

 苑周辺散策もしています！ 



 新型コロナウィルス関連を話題にして早３年になりました。 

感染者数も増えては減り、落ち着いては再拡大することを繰り返し、まだまだ、 

すっきりしない情勢ですが、予防ワクチンの普及や感染予防策（マスク着用、手洗い、

消毒、こまめな換気、人込みを避けるなど）を続けてきたことで、徐々に新型コロナ

ウィルスとの上手な付き合い方が見えてきた感じがします。 

生活様式のすべてがコロナ流行前のように戻らなくても、笑顔で健康に過ごせる

日々に、一歩一歩近づいていると思います。（担当：小西） 

センター利用者募集 
 センターでは、入浴や食事、

リハビリなどのサービスや、

各種の創作的活動を行ってい

ます。 

センターを利用しながら、

ライフワークとして取り組め

る趣味や特技を見つけてみま

せんか。お気軽にご相談を！  

－連絡先－ 

T E L ：0761-46-1411 

担当者：小西・東出 
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利用者募集 

見学、相談受付中!! 

T E L ：0761-46-1414 

 担当者：大保 

就労継続支援Ｂ型 小松陽光苑 ひまわり 

ひまわりに新しい仲間が加わりました。 

特別支援学校高等部を今春卒業した 18 歳。 

なかなか言葉を発せない彼のためになんとか 

力になりたいと心を寄せる利用者さんたち。 

そのまなざしや笑顔はあたかも我が子を見守る

ような温かさに満ちています。 

仲間が仲間を支え思いやる空間にはやさしい 

時間が流れていきます。    （担当：大保） 

 

月曜日 パソコン（第 2・4 週） 

火曜日 生花（第 1・3 週）  

水曜日 水墨画（第 1・3 週）書道（第 2・4 週） 

将棋（第 3 週） 

木曜日 絵画（第 1・3 週）ボッチャ（第 2 週） 

金曜日 囲碁（第 2・4 週） 

土曜日 押し花（第 4 週） ＊開催日変更の場合もあり 

 

生花講座（小倉裕子先生）です。 

今回の一句 

ひ
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絵画講座（浅野和喜先生）です。 



下野薬局 下野啓介 様 
  ｢紙おむつ一式 ストロー｣ 

 
 

よろしく 

お願いします 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

        

  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

    お問い合わせ窓口 

 

 

小左 勝章さん 

(R4.6.20 入所) 

太田 明美さん(医務科) 

 

ご利用案内 

TEL  0761-46-1224  E メール info@youkou.isg.or.jp 

          担当：生活支援課 村田・滝岡まで 

 

在宅障害者の介護をしている家族等が病気やその他の理由

によって一時的に介護が困難になった場合、当苑をご利用頂

くことができるショートステイを行なっています。 

～御寄付頂きました～ 

～ありがとうございました～ 

 

 就労準備支援事業の活動として農業就労体験があり、今年はじゃがいも、さつまいも、にんにく、スナップエンド、オクラ、落

花生を作っています。春にはイチゴがたくさん成り、収穫の喜びを分け合いました。 

 また、創作活動の新しい取組みとして地元の竹林から伐採した竹を活用した竹あかりを就労継続支援 B 型ひまわりの方と共

同で製作しています。試行錯誤しながら意見を出し合うことでコミュニケーション力が高まったり上手くいかなかったりしますが、

完成した時の達成感は絶大です。 

竹製品の製作を通じて竹林の環境保全や地域の課題解決に役立ち、喜ばれることで自信が付き、自己肯定感を高めること

が就労につながると考えています。（担当：岩井） 
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前施設長の坂田哲之先生を講師に迎え、

５月より算数教室を再開しています。皆さ

ん、楽しそうに算数を学んでいます。 

～農業就労体験と竹あかりづくりを通じて学ぶ～ 

 
北 淳子さん(ひかり) 

～木工製作体験～ ～竹あかり作品～ 

高田 良美さん(介護科) 

上谷久美子（作業療法士） 

～小松陽光苑からあかつきへ～ 

加藤哲也 （作業療法士） 

～小松こども医療福祉センター 

から小松陽光苑へ～ 
平井 憲太さん(介護科) 

～竹製作体験～ 


